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研究成果の概要（和文）：高齢者通所介護施設ネットワークの典型地域を抽出し、サービスの機能と利用圏分担
に関するシステム評価をおこなった。施設の使われ方調査により、利用者が受けるサービスと施設の機能分担の
詳細を明らかにした。施設の利用圏と送迎方法･所要時間の実態調査により、各施設の利用圏分担の実態を明ら
かにした。過疎地域自治体では、広域基幹施設整備が進められたものの、小規模施設が整備されていない地域も
多い。基幹施設と小規模施設の整備により、介護サービスの多様化･水準向上と、施設連携による効率的運営が
期待される。そこで、社会福祉事業団方式による広域連携型の施設ネットワークモデルを構想･提案した。

研究成果の概要（英文）：The model area of elderly-people day care facility network was extracted , 
and system evaluation about  function of service and the utilization area assignment were performed.
 By the investigation of facility utilization,the details of the functional assignment and the 
service which the users receive were explained. By the survey of utilization area of facilities and 
the pick-up method and the time required,  the actual condition of the utilization area assignment 
of each facility was explained. In a depopulated area , although broader-based infrastructure 
improvement was advanced, there are also many areas where the small-scale facility is not improved. 
By the improvement of infrastructure and small-scale facilities, it is expected that the 
diversification and the improvement in a level of nursing care services. the efficient management by
 facility cooperation.
 Therefore, the broader-based cooperation network model by the social-welfare-company is conceived. 

研究分野：建築計画学
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１．研究開始当初の背景 
地方都市や農山漁村地域では、人口減少と高

齢化･少子化の進行、空き家･廃校の増加、地

域コミュニティの衰退等の課題を抱えてお

り、人口定住、高齢者福祉需要への対応、少

子化対策としての子育て支援の拡充等によ

る地域コミュニティ再生が課題である。 

既存施設･民家等を活用した小規模な福祉

拠点整備は、新築よりも軽費で開設出来る利

点のみでなく、地域に根ざした福祉拠点とし

ての有効性が注目されており今後の展開が

期待される。ただし、空き家化した建築は老

朽化が進行し除却される事例が多く、福祉施

設に適した規模を有す施設の確保、用途変更

に伴う改修費調達、管理運営費確保等の課題

を抱えている。一方地方圏を中心に、小中学

校の統廃合と廃校増加に伴い、近年では廃校

を活用した多様な取組みが増加しており、特

に過疎地域における高齢者福祉施設や子育

て支援施設としての廃校活用は、地域福祉需

要への対応と地域活性化を目指す上で有効

な方法として展望され、既存建築ストックを

活用した地域福祉拠点整備とネットワーク

形成及び自立的な地域主導型施設運営シス

テムの構築が、厳しい財政状況に置かれた過

疎地域自治体の主要政策課題として位置付

けられる。 

 
２．研究の目的 
研究目的Ⅰ:過疎地域における広域基幹施

設と廃校･民家等を活用した小規模施設によ

る高齢者通所介護施設ネットワークモデル

の提案 

全国的にも農山漁村地域の人口減少と少

子高齢化が著しい中国地方を対象に、(1)介

護保険制度導入前後の高齢者福祉施設の量

的整備動向の比較により、通所介護施設整備

状況の全体像と施設の建築概要･施設規模･

サービス機能類型と運営主体の関係を整理

し、施設の立地と運営形態の関係を明らかに

する。(2)山口県の各自治体を対象に、施設

整備プロセスの詳細分析と利用圏･サービス

水準の算定により、地域的な小規模施設の立

地集積効果を定量的に明らかにする。サービ

ス機能･利用圏分担に関しては、中国地方の

過疎地域を対象に(3)１法人組織により広域

基幹施設(福祉施設併設型)と小規模施設群

(民家改修型)のネットワーク運営を行うタ

イプ(論文番号3)に加え、社会福祉法人と社協

の連携･分担型(周防大島町)等の先進的ネッ

トワーク構築事例を選定し、施設間の機能･

利用圏分担の実態調査と施設利用･使われ方

調査により、ネットワークの成立条件･効果

と運用システムを明らかにし、その知見を整

理し地域特性に対応した連携型の施設ネッ

トワークを構想･提案する。 

研究目的Ⅱ:過疎地域における廃校･民家

を活用した子育て支援・放課後学童保育施設

の地域主導型整備･運営システムの構想 

 放課後学童保育施設の整備水準は県･自治

体レベルの格差が大きく、設置方式も余裕教

室利用型から公共･民間施設や民家利用型ま

で多様である。そこで中国･四国地方を対象

に自治体単位の施設データベースを構築し、

設置方式の特徴と整備水準の全体状況を整

理した上で、未整備校区の多い過疎地域(山

口･島根･愛媛･高知県)の自治体を対象に、施

設立地形態と運営方式の関係を明らかにす

ると共に、過疎地域の典型自治体と先進的取

組み事例を選定し、施設の利用特性調査を実

施し、民家等を活用し地域組織と学校が連携

して施設運営を行う方式の成立条件と普遍

化の可能性を明らかにする。 

 
３．研究の方法 
過疎地域における廃校･民家等を活用した

高齢者･子育て支援のための地域福祉拠点整

備と、サービスネットワーク及び地域主導型

運営システムの提案を行うため、本研究では

(1)廃校の管理運用状況と地域福祉施設とし

ての活用事例調査(2) 高齢者通所介護施設

の立地特性分析とネットワーク構築事例調



査(3) 過疎地域における放課後学童保育施

設の立地特性分析と利用実態調査(4) 子育

て支援施設の立地特性分析と過疎地域の子

育て支援施設の利用調査(5)地域主導型運営

システムによる子育て支援施設の運営調査

を実施し、これらの調査結果から得られた知

見をもとに、高齢者通所介護施設の地域ネッ

トワークモデルの構築と、子育て支援施設の

地域主導型運営システムの過疎地域への展

開可能性の検討を行うものである。 

 
４．研究成果 

 (１)公立小中学校及び保育所が地域福祉施

設として活用される事例を対象に、現地調査

と施設運営に関する調査を行い、施設の整備

プロセス･運営方式･利用状況を明らかにす

る。地域の子育て・高齢者福祉需要への対応

関係と空間構成評価を行い、廃校施設の地域

福祉施設としての有効性を明らかにした。 

(２)高齢者通所介護施設のサービス機能･利

用圏分担に関しては、広域基幹施設と小規模

施設群のネットワーク運営を行う事例や、社

会福祉法人と社協の連携･分担型等の先進的

ネットワーク構築事例を選定し、施設間の機

能･利用圏分担の実態調査と施設利用･使わ

れ方調査により、ネットワークの成立条件･

効果と運用システムの特徴を明らかにした。 

 山口県阿武町では広域基幹施設を運営す

る社会福祉法人により、町内の旧村中心集落

3地区全てに民家と廃校を改修した小規模な

通所介護施設が設置され、基幹施設と小規模

施設の機能分担･利用圏分担が実現しており、

大幅な送迎時間の短縮が可能となることを

明らかにした。山口県周防大島町では、介護

保険制度導入以前から老人ホーム等を運営

する社会福祉法人により、併設型の通所介護

施設が4箇所設置されていたが、島内全町村

合併を契機に、社協により同時に６施設が未

整備の主要集落に新規開設され、利用圏調査

により利用定員の増加と利用圏分担による

送迎時間短縮を確認した。 

 これに加え萩・下関圏域の旧郡部と平生町

を対象に、福祉サービスネットワークの成立

条件･効果と運用システムの特徴を整理した。 

(３) 山口県菊川町(3 小学校区)では、町総合

福祉センター内に全町児童を対象とした放

課後学童保育施設が設置されていたが、社協

が運営主体となり、農家住宅を利用した高齢

者通所介護施設内に、納屋を改修し定員 25

名の学童保育施設が開設された。地域ボラン

ティアの協力により夏休み期間中には｢地域

子供塾｣が開催され、登録児童数も増加して

いる。本研究ではこの先進事例を対象に、利

用児童数の増加に伴う使われ方の変化を調

査し、廃校･民家等を活用し地域組織と学校

が連携して施設運営を行う方式の成立条件

を明らかにした。 

(４)乳幼児人口密度の低い過疎地域におけ

る子育て支援システムのあり方は、地域施設

計画における重要かつ困難な計画課題であ

り、地域のサービス需要構造の把握、施設･

人材の確保、アクセス距離･交通手段等、都

市地域とは異なる独自の検討課題を抱えて

いる。本研究では、合併町村全域で事業に取

組む萩市を対象に、全 12 施設の基礎資料収

集･ヒアリング調査を基に施設の整備プロセ

ス･運営方式･利用状況調査を実施するとと

もに、典型地域(旧町村)の 6 施設を選定し、

地域構造の解析と併せて運営方式の評価を

行い、過疎地域における子育て支援に対する

需要構造とアクセスを含む施設計画の課題

を明らかにした。 

(５)子育て支援施設は自治体主体の運営方

式が一般的であるが、山口市では地域組織が

主体となり民家活用型施設を設置し地域と

連携した新たな運営方式を取り入れている。

施設開設の際に明確な役割分担と連携体制

が構築されている。地域人材と既存ストック

を活用する｢地域型｣では、保育所にはない地

域とのつながりがあり、多様な年齢層の地域

住民の協力により施設運営が展開されてい



る。民家活用により砂場や畑等の屋外環境が

担保され、地域の多様な人々がボランティア

として関わり、年間を通して工夫を凝らした

講座が開催されている。さらに公民館や周辺

農地を利用し、運動会や祭り等の大規模イベ

ントを開催し、民家の空間面積の制約を補完

出来ている。本研究ではこれら５施設を対象

に、(1) 屋外環境を含めた施設の使われ方、

(2)地域人材を活用した講座、(3)地域施設や

農地を利用した年間イベントの企画･運営と

利用実態調査を行い、地域組織による民家を

活用した子育て支援施設の地域との連携･協

力体制とその効果を検証した。 

 (６)高齢者通所介護施設ネットワークより

典型地域を抽出し、施設の利用状況調査と使

われ方調査を実施し、サービスの機能分担･

利用圏分担に関するシステム評価をおこな

った。各施設の利用者特性を整理し、施設の

使われ方調査により利用者が受けるサービ

ス内容と、施設間の機能分担の詳細を明らか

にした。また施設の利用圏構成と送迎方法･

所要時間の実態調査により各施設の利用圏

分担の実態を明らかにした。過疎地域自治体

では、広域基幹施設整備が進められたものの

小規模施設が未整備な地域も多く、基幹施設

と規模施設の整備により介護サービスの多

様化･水準向上と施設連携による効率的運営

が期待されるため、社会福祉事業団方式によ

る広域連携型の施設ネットワークモデルを

構想･提案した。 
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